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【工場より事業所ビルへの省エネ展開！】

ローム京都駅前ビル全面リニュアルにおける省エネ事例ローム京都駅前ビル全面リニュアルにおける省エネ事例

Innovations
Through
Technology

１次エネルギー原単位▲４４％達成
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ローム㈱ローム㈱ 会社概要会社概要
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大文字五山送り火（８月１６日）

文化都市文化都市にに息息づくロームづくローム

二条城

金閣寺

御所

銀閣寺

清水寺

東寺・五重の塔

嵐山・渡月橋

堀川通 烏丸通
河原町通

七条通

五条通

四条通

御池通

丸太町通

今出川通

北大路通

阪急線

ＪＲ京都駅

京都大学

同志社大学

立命館大学

地下鉄

地下鉄

京阪線

西院駅

ローム株式会社（本社）

・ＬＳＩ開発センター
・ＶＬＳＩ開発センター
・ＬＳＩ研究センター
・半導体研究センター
・ＬＳＩ計測技術センター
・オプトデバイス研究センター

西大路通

祇園祭（７月）

ローム京都駅前ビル

・京都テクノロジーセンター
・京都ビジネスセンター



c 2011 ROHM Co.,Ltd. All Rights ReservedConfidential

１ リニューアル概要

延床面積 9,734㎡ B２F ９F SRC造

after

2010

before

1977
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２ エネルギー管理の現状と課題

工 場

定期報告書中長期計画 工場調査管理標準

事業所ビル ■ ソフト面の課題

■ ハード面の課題

エネルギー管理ができていない。

建物・設備老朽化 ｴﾈﾙｷﾞｰ多消費

省エネ法
エネルギー原単位 低減

エネルギー管理士
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参考資料 ： （汎用性・波及性）

部門別エネルギー消費指数（1973年比）
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エネルギー消費

GDP

延床面積

(1973年度産業部門 業務部門

竣工後35年以上の経過ビル 47％

経済産業省 部門別ｴﾈﾙｷﾞｰ消費の動向より
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３ 取り組み(PDCA)と実施期間

2008年 2009年 2010年 2011年

　　　

【リニューアル期間】 【運用期間】

Do 継続的管理

Ｃｈｅｃｋ 継続的分析

Ａｃｔｉｏｎ 継続的改善

Ｐｌａｎ 省ｴﾈｼｽﾃﾑ計画・工事施工

ﾘﾆｭｰｱﾙ完成

■ 計画段階よりの作りこみに参画
Plan

計画・施工

Ｄｏ
管理 ■ エネルギー管理士による管理・指導

Check
分析

■ 運転データー収集、分析による省エネ追求

Action
改善

■ 分析データーを基に改善案立案、実施

第1種エネルギー管理指定工場
省エネ技術を事務所ビルへ展開

■ 実施期間
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４ 省エネルギー活動のコンセプト

全面リニューアルにおける省エネ改善コンセプト

■見える化

・ＢＥＭＳ
・デマンド制御

2,101

2,975

0

1,000

2,000

3,000

改修前実績値 改修後実績値

削減目標

目標
▲30％

改修前ー改修目標エネルギー原単位

1
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ル
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ー
消

費
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【
M
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】

・ダブルスキン
・太陽光追尾型ブラインド
・外気量CO2制御
・厨房ファン制御
・全熱交換器
・屋上緑化

■負荷抑制 ■自然エネルギー

・自然通風
・ナイトパージ
・太陽光発電
・昼光利用
・雨水再利用等

■高効率機器

・空調機
・ヒートポンプ給湯器
・変圧器
・LED照明

省エネ３原則

＋
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断面図

■ 負荷抑制 南面にダブルスキン、太陽光追尾型ブラインド採用

５－１ 省エネルギー活動の特徴 【先進性・独創性】

アウターサッシ
（普通ガラス）

インナーサッシ
（LowＥﾍﾟｱｶﾞﾗｽ）

太陽光追尾型ブラインド

直射日光が入る場合は

遮光角度

直射日光が入らない場合は

水平角度

※夜間はタイマー制御により一斉閉鎖
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断面図

■ 負荷抑制 南面にダブルスキン、太陽光追尾型ブラインド採用

５－１ 省エネルギー活動の特徴 【先進性・独創性】

ダブルスキン内の気流解析結果

断面 立面
ブラインド面

階毎に設けた換気口によりブラインドに吸収・発熱した日射熱を除去
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断面図

■ 負荷抑制 南面にダブルスキン、太陽光追尾型ブラインド採用

５－１ 省エネルギー活動の特徴 【先進性・独創性】

アウターサッシ
（普通ガラス）

インナーサッシ
（LowＥﾍﾟｱｶﾞﾗｽ）

太陽光追尾型ブラインド

■ 夏期 ペリメーターゾーンの熱負荷▲31％

■ 中間期 外気冷房

■ 冬期 温室効果

室内側
外気取り入れ口

インナーサッシ
下部外気取り入れ部

北側 排気

南側 取り入れ
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リニューアル前

リニューアル後

熱源方式
吸収式冷温水発生機
水冷チラー
蒸気ボイラー
ＧＨＰ

空調換気方式
単一ダクト方式＋
ファンコイルユニット・
天井カセット型室内機

※AHUは全体で２系統

熱源方式
ＥＨＰ

空調換気方式
天井カセット型室内機
＋天井隠蔽型室内機
／全熱交換器

※EHPは各階で２系統

天井高さ180UP

階高
3300

階高
3300

５－２ 省エネルギー活動の特徴 【先進性・独創性】

【ｾﾝﾄﾗﾙ空調方式】

【個別空調方式】

■ 空調方式変更
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５－３ 省エネルギー活動の特徴 【先進性・独創性】

■ 負荷抑制 屋上緑化 ■ 空調機効率低下防止
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■ 外気CO2制御

管理目標 950～1,000ｐｐｍ

9：00 11：30 13：00 17：00

厨房給排気ファン
運転スケジュール

下処理 調理 片付

■ 厨房排気ファン風量制御

不要動力・不要給排気削減

■ ナイトパージ

夜間室温低下による空調立ち上がり時間短縮

５－４ 省エネルギー活動の特徴 【先進性・独創性】

■ 負荷抑制 給排気負荷

厨房機器と
連動運転

タイマーによる
強制運転

厨房機器と
連動運転
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今後、次世代の照明器具として更なる普及が見込まれるＬＥＤ照明を全館で
採用し、照明電力を削減すると共に、その先進性を広くＰＲした。

【平成22年度省エネ照明デザインアワード優秀事例】

５－５ 省エネルギー活動の特徴 【先進性・独創性】

■ 自社製のＬＥＤ照明を全館採用
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■ ＢＥＭＳによる見える化

５－６ 省エネルギー活動の特徴 【先進性・独創性】

・ビル全体の省エネ監視、省エネ制御
を自動化

・ビル全体のエネルギー管理
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■ 中央監視装置によるデマンド制御

■ ＢＥＭＳデーターによる各空調ゾーン毎の
温度（冷やしすぎ）、電力多消費等と分析

■ 空調能力制御
■ 空調室温制御

５－７ 省エネルギー活動の特徴 【先進性・独創性】
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きめ細かなデマンド制御

■デマンド電力

■外気温度
■室内温度

消費電力推移と外気温度、室内温度の関係 2010年8月23日ﾃﾞｰﾀｰ

デマンド制御画面
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６－１ 省エネルギー性 【効果】

0

1,000,000
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改修後
改修前vs.改修後１次エネルギー比較
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■ 実績効果
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分
析

６－２ 省エネルギー性 【一般ビル比較】
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フロア別コンセント電力量

一次エネルギー
消費量（実績値）

1,653

1次ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量の内訳

空調動力
22%

照明
18%

コンセント
27%

厨房機器
9%

その他動
力
10%

換気機器
14% MJ /m2年
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６－２ 省エネルギー性 【一般ビル比較】

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

改修後実績値
（一般事務所ビル

相当に補正）

一般事務所ビル

年間1次エネルギー消費量[MJ/m2年]

1 ,447 MJ/m2年

2,303 MJ/m2年

37％ 減

一般事務所ビルに比べ年間1次エネルギー消費量37％削減

※一般事務所ビルはＨ18年度（財）省エネルギー
センター公表の調査データによる
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６－３ 省エネルギー性 【効果】

ＣＯ2削減効果
■ 工事時ＣＯ2削減量 ： ▲4,095ｔ－CO2（新築との比較）

■ 運用ＣＯ2削減量 ： ▲ 500ｔ－ CO2 /年
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事務室

事務室

ホール

食堂厨房

機械室 ロビー 大会議室

雨水・空調ドレン再利用

太陽光発電パネル

▲ 3.3 t-CO2/年

▲ 0.1 t-CO2/年

ダブルスキン（太陽光追尾電動ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ）

自然通風

▲ 2.8 t-CO2/年

▲2.6 t-CO2/年

BEMSによる省エネの見える化

デマンド制御

▲ 4.7 t-CO2/年

個別空調方式に変更・
高効率空調機器

▲ 262.7 t-CO2/年

超高効率変圧器
厨房排気ファン風量制御

LED照明

人感センサー照明（共用部）

節水型衛生器具

全熱交換器＋外気量CO2制御

▲ 9.8 t-CO2/年

▲ 27.9 t-CO2/年

▲ 11.1 t-CO2/年

▲ 5.6 t-CO2/年

▲ 3.1 t-CO2/年
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雨水・空調ドレン再利用

太陽光発電パネル

▲ 3.3 t-CO2/年

▲ 0.1 t-CO2/年

ダブルスキン（太陽光追尾電動ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ）

自然通風

▲ 2.8 t-CO2/年

▲2.6 t-CO2/年

BEMSによる省エネの見える化

デマンド制御

▲ 4.7 t-CO2/年

個別空調方式に変更・
高効率空調機器

▲ 262.7 t-CO2/年

超高効率変圧器
厨房排気ファン風量制御

LED照明

人感センサー照明（共用部）

節水型衛生器具

全熱交換器＋外気量CO2制御

▲ 9.8 t-CO2/年

▲ 27.9 t-CO2/年

▲ 11.1 t-CO2/年

▲ 5.6 t-CO2/年

▲ 3.1 t-CO2/年

雨水・空調ドレン再利用

太陽光発電パネル

▲ 3.3 t-CO2/年

▲ 0.1 t-CO2/年

雨水・空調ドレン再利用

太陽光発電パネル

▲ 3.3 t-CO2/年

▲ 0.1 t-CO2/年

ダブルスキン（太陽光追尾電動ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ）

自然通風

▲ 2.8 t-CO2/年

▲2.6 t-CO2/年
ダブルスキン（太陽光追尾電動ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ）

自然通風

▲ 2.8 t-CO2/年

▲2.6 t-CO2/年

BEMSによる省エネの見える化

デマンド制御

BEMSによる省エネの見える化

デマンド制御

▲ 4.7 t-CO2/年

個別空調方式に変更・
高効率空調機器

▲ 262.7 t-CO2/年

超高効率変圧器
厨房排気ファン風量制御

LED照明

人感センサー照明（共用部）

節水型衛生器具

全熱交換器＋外気量CO2制御

▲ 9.8 t-CO2/年

▲ 27.9 t-CO2/年

▲ 11.1 t-CO2/年

▲ 5.6 t-CO2/年

▲ 3.1 t-CO2/年
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CASBEEによる評価

22

• 省エネルギー改修に特化した部分評価（BEEES）においてSランク

■使用評価マニュアル： CASBEE-改修（簡易版）2010年版■使用評価ソフト： CASBEE-RNb_2010(v.1.3)

1-1　建物概要

改修前 改修後 改修の概要

建物名称 野村不動産京都ビル 建物名称 ローム京都駅前ビル 現在までの主な改修履歴

建物用途  事務所, 建物用途  事務所 ,

新築時の竣工年 改修竣工年 2010年2月 改修後の想定使用年数 30 年

建築面積 940.51 ㎡ 建築面積 923.12 ㎡ 改修目的

延床面積 9,500.00 ㎡ 延床面積 9,500.00 ㎡

階数 地下2F地上9F塔屋3F 階数 地下2F地上9F塔屋1F 改修対象項目

構造 RC造 構造 RC造 躯体 耐震改修

平均居住人員 600 人 平均居住人員 350 人 外装 南面外壁

年間使用時間 11 時間/年 年間使用時間 11 時間/年 内装 間仕切り、天井

設備 全機器、器具

改修工事期間

2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャート） 2-2 ライフサイクルCO2 (温暖化影響チャート） 2-3　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ）

0.6
2.4

標準計算

2.4－0.6＝ 1.8
2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア = 2.4→3.6
Q1 室内環境      Q2 サービス性能 Q3 室外環境（敷地内）

2.8→3.8 2.6→3.6 1.5→3.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア = 2.9→3.9
LR1 エネルギー      LR2 資源・マテリアル LR3 敷地外環境

2.8→4.4 2.9→3.5 3.0→3.5

3　設計上の配慮事項
総合 その他

 Q1 室内環境  Q2 サービス性能  Q3 室外環境（敷地内）

 LR1 エネルギー  LR2 資源・マテリアル  LR3 敷地外環境

4  BEEES　による省エネルギー改修評価

省エネ改修評価における建築物の環境品質　QES

省エネ改修評価における建築物の環境負荷　LES

   25 × (SQ1 - 1)
   25 × (5 - SLR1)

＝ 4.2

71
14

↑

47
55

5.1

0.9

　　BEEES
＝

＝

改修前 BEEES
＝ ＝

＝改修前 BEEBS
＝

⊿BEEES

1977年4月

注）　改修における「Q1　室内環境」に対する配慮事項を簡潔

に記載してください。

注）　改修における「Q2　サービス性能」に対する配慮事項を

簡潔に記載してください。

注）　改修における総合的なコンセプトを簡潔に記載してください。

　（省エネ改修、室内環境改善、外装の更新、高耐久化、情報化対応、コンバージョンなど）

注）　改修における「LR1　エネルギー」に対する配慮事項を

簡潔に記載してください。

注）　改修における「LR2　資源・マテリアル」に対する配慮事

項を簡潔に記載してください。

注）　改修における「LR3　敷地外環境」に対する配慮事項を簡

潔に記載してください。

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般
的な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安
で示したものです

○○○

・耐震グレードUP
・意匠グレードUP
・設備機器老朽化

2009年5月15日～2010年2月28日

注）　上記の６つのカテゴリー以外に、改修工事における廃棄

物削減・リサイクル、改修による歴史的建造物の延命など、建
物自体の環境性能としてＣＡＳＢＥＥで評価し難い環境配慮の

取組みがあれば、ここに記載してください。

注）　改修における「Q3　室外環境（敷地内）」に対する配慮

事項を簡潔に記載してください。
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Q3 のスコア=

LR3のスコア=LR2のスコア=

Q2のスコア=Q1のスコア=

LR1のスコア=

SA

C

5 5

47 改修前

14

71 改修後
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LR1 

エネルギー

Q1

室内環境

改修前 BEE=

改修後 BEE=

（kg-CO2/年・㎡）

30%: ☆☆☆☆☆ 60%: ☆☆☆☆ 80%: ☆☆☆100%: ☆☆ 100%超: ☆

③建築物の

取組み以外の
オンサイト手法

改修前=

改修後=

0 20000 40000 60000 80000 

オンサイト オフサイト

100%

84%

100%

84%

④上記+

改修前

改修後

改修前

改修後

音環境 機能性 生物環境耐用性
・信頼性

対応性
・更新性

まちなみ
・景観

地域性・

アメニティ
温熱環境 光･視環境 空気質環境

水資源 非再生材料の 汚染物質建物の
熱負荷

自然エネ
ルギー

設備システ 効率的
地球温暖化 地域環境 周辺環境

4  BEEES　による省エネルギー改修評価
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47 改修前

14

71 改修後
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環
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Q
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S

環境負荷 LES

B-

B+

0.5

BEE=1.03.0 1.5

改修後 BEEES ＝ 5.1
改修前 BEEES ＝ 0.9

BEEES ＝
省エネ改修評価における建築物の環境負荷LES

省エネ改修評価における建築物の環境品質QES

＝
25×（5－SLR1）

25×（SQ1－1）

改修後の評価
BEEES：5.1

Ｄ
Ｏ

改修前の評価
BEEES：0.9

６－4 省エネルギー性 【効果】
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７ まとめ

■ 施主・設計者・施工者一体となったリニュアル取り組み

■ 基本厳守 省エネ３原則＋取り組みPDCA

・ダブルスキン
・太陽光追尾型ブラインド
・外気量CO2制御
・厨房ファン制御
・全熱交換器
・屋上緑化

■負荷抑制 ■自然エネルギー
・自然通風
・ナイトパージ
・太陽光発電
・昼光利用
・雨水再利用
等

■高効率機器

・空調機
・ヒートポンプ給湯器
・変圧器
・LED照明

省エネ３原則
■ 計画段階よりの作りこみに参画Plan

計画・施工

Ｄｏ
管理

■ エネルギー管理士による管理・指導

Check
分析

■ 運転データー収集、分析による省エネ追求

Action
改善

■ 分析データーを基に改善案立案、実施
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Next Generation Innovator

We will be 
Open Innovation Partner

オープンイノベーションパートナーを目指して

ご清聴有難うございました


